







































































































査（2006 年 7 月公表）によると、私立４年制大
学では、全入学者に対する推薦入試での入学者の
割合が 1995 年には 33％だったが、2006 年には
45％に増加していることが分かる。全入学者の約
半数に及ぶ数値である。因みに私立短期大学では、





私立大学の数も、1997 年には 541 大学だったの
に対して 2006 年には 685 大学と大幅に増加して
いる。A.O 入試の導入については、ベネッセコー
ポレーションの調査によると更に著しく、1997





































































































































































































































































































































































































































































































































































2006 年 責任の所在 
後藤宗理・大野木裕明編『現代のエスプリ 427』至文堂
2003 年 
 現代の若者たちは懸命に努力したにもかかわら
ず、敗者となったり、望みが叶わなかったりする
ことを極端に恐れる。挫折に対する耐性に乏しく、
立ち直る勇気が持てないからである。冒頭で紹介
した通り、セイコーが新成人に対してのアンケー
トで、「（いつの間にか差がつき始めている）格差」
が自分たちの世代を表す熟語の１位であった。「格
差」・「勝ち組・負け組」という言葉は、最近よく
耳にする言葉である。「いつの間にか差がつい」た
と感じる若者は、気づいたときには、「負け組」に
なっているのだ。「格差」や「負け組」が存在する
以上、「勝ち組」も存在するのだが、「負け組」と
なっている若者たちは努力して「勝ち組」に這い
上がる努力は敢えてしないのである。彼らにはじ
めから努力は存在しない。だからこそ、「いつの間
にか」と感じるのである。彼らが競うのはネット
上で匿名として競える相手だったり、漠然とした
大衆である「みんな」だったりする顔や実体の知
れない相手なのである。ネット上の相手や漠然と
した「みんな」が相手であれば、都合が悪くなれ
ば、こちらからいつでも関係を断つことが可能で
ある。「相方向」的な関係だと、そうはいかない。
一方的な関係だからこそ、それが可能となるのだ。
それゆえ、いつも彼らの自己分析は絶対的、主体
的ということになる。他人との客観的な比較はあ
り得ない。自分は絶対的基準において「最高」な
存在であり、現状は不遇だったり、「ぱっと」して
いなくとも、「いずれ」、望み通りになれる「可能
性」や「能力」、すなわち、計り知れない潜在能力
という「仮想的有能感」を持っているのだ。そし
て、それが心の拠り所となっているのだ。しかし、
それはあくまでも仮想、バーチャルなものであり、
それを頼りに実社会の中で生き抜くことはできな
い。 
 
 
 
以上、進学とフリーター問題を対象として若者
の意識について述べて来た。しかし、それは、彼
らを取り囲む環境を作り出した大人たちの責任で
あることを認識しなければならない。そのような
視点から、学校教育、特に進路学習、そして、家
庭における教育の在り方について真剣に考えて行
かなければならない。 
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